
 

 

 

作成年月日 平成２５年 １月１６日 
  

◆取組市町村・団体名 主催 石巻市 共催 仙台市・大崎市 
 

◆取組地域 仙台市・大崎市 

 

◆キーワード 交流会 

 

◆活動の経緯と目的  

石巻市は，甚大かつ未曾有の大惨事に見舞われ，多くの市民の方々が市外，さらには県外へと避難さ

れており，遠距離避難が長期化するについて，次第に，石巻市が新たに追加した支援策などの情報がわ

かりづらくなってきているとの声が多く寄せられ，直接交流し，石巻市の情報を提供することにより，

今後の生活再建の一助になることを目的とし，地区別情報交換・交流会を開催した。 

 

◆取組内容  

対 象 

第１回目 仙台市避難者情報交換・交流会(参加者３３３名) 

平成２４年９月３０日（日）午後１時３０分から４時３０分まで 

仙台市宮城野区中央市民センター 

石巻で被災し仙台市に避難している方 

第２回目 大崎市避難者情報交換・交流会(参加者１２３名) 

平成２４年１０月２８日（日）午後１時３０分から４時３０分まで 

大崎市役所東庁舎５階会議室 

石巻で被災し大崎市に避難している方 

 

実施内容 市長挨拶に始まり，石巻市の復興状況及び生活再建支援策の概要についての全体会終了後，

地区別による情報提供及び相談を実施。 

・法律，個別債務の私的整理，住宅建設資金，健康相談，行政相談，河川堤防説明， 

公営住宅説明の個別相談も実施した。 

成果・効果 被災地区別に復興への取り組みが異なるため，事前に申込書により近隣の方々をブース 

分け，より参加者のニーズに即した情報提供を実施し，また，近隣住民との交流もできたことから

参加者の満足度が高かった。 

 

課 題 被災地区ごとに個別説明を実施するため，多くの担当職員が必要であり，かつ，会場の大きさ

も相当規模必要で，開催場所の確保が困難である。 

 

◆問い合わせ先 石巻市福祉部被災市民生活支援課（０２２５-９５-１１１１） 

遠距離避難者の情報交換・交流会 



 

 

 

 

 

作成年月日 平成２５年 ２月 ８日 
  

◆取組市町村・団体名 南三陸町地域包括支援センター 
 

◆取組地域 南三陸町及び登米市内（仮設住宅） 

 

◆キーワード 高齢者・情報提供 

 

◆活動の経緯と目的  

 被災によって高齢者が担っていた地場産業での役割喪失や趣味の自粛などを背景に，生活不活発病の

懸念が増大していた。こうした住民の活動量低下を防ぎ，健康を維持する啓発活動の一つとして，地域

の中で元気に活躍する個人，団体等の取組を紹介する広報紙を発行している。 

 

◆取組内容  

対 象 

町内全世帯及び隣接の登米市内仮設住宅団地に避難している町民 

頻 度 

平成２４年７月に取組を開始し，毎月発行 

実施内容 

趣味や仕事，地域活動に楽しく取組んでいる個人，グループの生活不活発病予防に向けた活動を紹介。

また生活機能調査の結果報告，健康情報の提供等行っている。 

効 果 

地域で活躍する同世代の仲間の存在に多くの高齢者

が勇気づけられ，様々な活動のヒントになっているほ

か，掲載を希望する声も寄せられるようになってきて

おり，高齢者の意識啓発や社会参加を促す一助となっ

ている。 

課 題 

予算の制限で単色刷りに限られることや画像の解像

度に難がある状況 

今後の取組 

現在は地域包括支援センターの職員が担っている取材活動を，地域の高齢者自らが取組める体制にで

きればと考えている。 

 

 

◆問い合わせ先 南三陸町地域包括支援センター（０２２６－４６－５５８８） 

 

月刊広報紙「輝き通信」発行 



 

 

 

 

 
 

作成年月日 平成２５年 ２月 4 日 
  

◆取組市町村・団体名 
◎南三陸町社会福祉協議会 

仙台市社会福祉協議会，登米市社会福祉協議会 
 

◆取組地域 宮城県内在住のみなし仮設世帯 

 

◆キーワード 交流会 

 

◆活動の経緯と目的  

目的 

・南三陸町の同郷の方々と再会し，互いの無事の確認と同じ環境で生活している仲間との苦楽を分かち

合う場を作る。 

・みなし仮設にお住いの方同士の交流の場を作る。 

・個人情報の保護の為，近隣に同じみなし仮設町民がいたとしても伝えられない状況を，交流会という

形で会う機会を創出する。 

・南三陸町はみなし仮設に住んでいる方を忘れていない事を，イベントを通して示す。 

・南三陸町外町民への帰郷の想いをつなぎ止める。  

 

◆取組内容  

対 象 宮城県内在住のみなし仮設に居住する南三陸町出身の世帯 

実施内容 

・みなし仮設世帯がある市町村社会福祉協議会と共催の形を取り，交流会を実施。 

・南三陸町でしか売っていない菓子をお茶会用の菓子に準備。 

・南三陸町のお祭りで踊る「とこやっさい」や「うたちゃんソーラン」を披露。 

 

実 績 

平成 24 年 9 月 11 日  仙台市で実施。49 名参加。 中核支え合いセンターとの共催 

平成 24 年 11 月 30 日 登米市津山町で実施。10 名参加。 登米市社会福祉協議会との共催 

平成 24 年 12 月 3 日  登米市中田町で実施。19 名参加。 登米市社会福祉協議会との共催 

平成 24 年 12 月 6 日  登米市迫町で実施。42 名参加。 登米市社会福祉協議会との共催 

平成 24 年 12 月 19 日 仙台市で実施。40 名参加。 中核支え合いセンターとの共催 

 

 

◆問い合わせ先 
南三陸町社会福祉協議会内 被災者生活支援センター 

(℡0226-29-6452) 

南三陸町再会さろんの取り組み 


